2.ステロイド減量中増悪した肺線維症の1例(第677回千葉医学会例会・第17回肺癌研究施設例会) by 篠崎,俊 & 村木,憲子
〔千葉医学 59，409-414，1983J 
(学会〕 第677回千葉医学会例会
第 17回 肺癌研究施設例会
自時:昭和58年 1月14日(金〉
場所:千葉大学医学部本館5誇大講堂 
l 原発性肺高血圧症を疑われた 1侭
増山茂，鈴木公典，山岸文雄
滝沢弘隆 (千大・肺内〉
労作時患切れ，失神を主訴とする23歳女性。心電顕，
心エコー，豆1Angiography，胸部レ線，胸部 CT等に
て右心負帯を，右心カテーテノレにて PA盟が55mmHgの
締高血圧を示した。先天性心疾患，弁護疾患，その他二
次性肺高血正痘も否定され，原発性肺高車圧症が強く疑
われた。酸素，ジゴキシン， トラピジノレ，ニフェジピン， 
PGEl襲斉出こて治療を行った。 トラピジル急性負荷によ
り諦血管誕抗の低下をみたが，上記薬剤による慢性治疲
では著効は得られていない。 
2. ステ司イド減量中増悪した騎線維症の 1傍
篠崎俊，村木憲子(千大・腸内〉
プレドニゾロン 30mgより治療開始，症状などの改善
をみ，ステロイドを減量するも 20mgの時点で症状など
の悪化をみる。この悪北は肺感染または原疾患の増悪に
よると考え各種抗菌療法やステロイドの増量を行ったが
死の転帰をと予ました。これは京疾患による賄容量の抵
下や，ステロイドによる免疫能の抵下に加え感染をトヲ
ガーとして ARDSが発現し，さらに二次感染による病
患の進行も関与した。 
3. 合成プロゲステロン製剤が有支きであった呼吸不
全の 1領l
河内出資鼠木村弘(千大・ 5市内〉 
COPDの患者に Chlormadinoneacetate (CMA) 50 
mg/日 2813関投与した結果を検討した。投与前の軽度
右心不全症状，低酸素血症，高炭酸ガス血症の改善額向
を認め HughJohns分類n→I豆度と改善した。 CMA
はC02のイヒ学感受性の完進をもたらすと考えられ，副葬
用がなく経口剤であることより諦庖低換気患者の管理に
とって存舟である可能性が示唆された。 
4. イヌ糸状虫華が疑われた 1傍
岳沢卓二，陪田イ鼠長尾啓一，
渡辺昌平 (千大・ 2市内)
金沢保，小林{二，横)1宗雄
(罰・寄生虫〉
軽度発熱で発症し， X線上右E車内部リンパ箆腫大，南
下肺野浸潤畿を示し，未血にて好酸球増多(60%)示し，
寄生虫皮内反応及び血清榛体結合反応(X160)よりイヌ
糸状虫症を強く疑い， TBLBにて跨胞壁に好酸球の浸潤
を確認，駆虫剤 (DEC)投与後血清補体結合反応が有意
に低下 (X35)L-， X線所見も軽度改善した10歳男性症
例を経験したので報告する。 
5. B事アスペルギJレス症0)1手術僻
下山真彦，籾木蔑，有田正明
(千大・ 5市外〉
症併は28歳女。締結核治療後十数年目に右中葉に 9X 
6 cmの fungusball出現，右蹟全体で拡張性気管支変
化及び血流量低下有。 TTAで諦アスベルギノレス症の診
断確定， amphotericin B lOmgで TTI後，右肺全措
衛施行。脅後膿腕合併したが，技生部，駒睦洗浄にて治
ゆ。併せて当施設での退去7症例の検討も仔った。 
6. 当施設における最近5年毘の諦結核症124@jの検討
陳瑞明，村木憲子，菊池典雄
(千大.Hi市内〉
有賀光 (国立習志野〉
最近5年間の結核菌陽性例につき retrospectiveに来
院から診断までの過謹を分析，検討した。当施設受診者
中に占める結核麗揚性例の割合は約 2弘であった。年齢
別にみると， 30，50，60歳台に多くみられた。受診動機
は，自覚症が検診によるものの約 3倍を占めた。設診で
発見されたものは，病巣の拡が担が小さい傾向にあっ
た。気管支鏡検査は，肺結核症の早期診断，賠癌との合
